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１
月
６
日
（
日
）
に
「
平
成

３１
年
黒
潮

町
消
防
出
初
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
消
防
団

員
の
ほ
か
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
、
少
年

消
防
ク
ラ
ブ
、
消
防
署
員
な
ど
関
係
者

約
２
１
０
名
が
黒
潮
消
防
署
に
集
合
。

表
彰
式
や
消
防
車
両
の
点
検
な
ど
の
開

会
式
典
を
行
い
ま
し
た
。
　

　
式
典
後
は
、
馬
地
地
区
の
伊
与
木
川

で
一
斉
放
水
を
行
い
、
佐
賀
地
域
か
ら

大
方
地
域
へ
車
両
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
大
方
あ
か
つ
き
館
か

ら
万
行
地
区
、
入
野
本
村
地
区
を
通
り
、

徒
歩
と
消
防
車
両
に
よ
る
分
列
行
進
を

行
い
ま
し
た
。

　
万
が
一
の
火
災
や
大
災
害
な
ど
に
備

え
、
地
域
の
防
災
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
消
防
関
係
機
関
と
と
も
に
今
年
の

活
動
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
黒
潮
町
消
防
団
は
、
今
年
も
、
地
域

の
安
全
・
安
心
を
支
え
る
活
動
を
行
っ

て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
１２
月
１
日
（
土
）
に
ふ
る
さ
と
総
合
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
陸
上
自
衛
隊
第

１４

音
楽
隊
に
よ
る
「
黒
潮
シ
ー
サ
イ
ド
コ

ン
サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
、
約
３
０
０
人

の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第

１４
音
楽
隊
は
、
香
川
県
善
通
寺
市

に
所
在
し
、
自
衛
隊
の
儀
式
、
隊
員
の

士
気
高
揚
の
た
め
の
演
奏
お
よ
び
四
国

４
県
を
中
心
と
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
、
学
生
に
対
す
る
演
奏
技

術
指
導
な
ど
、
部
内
外
に
お
い
て
年
間

１
０
０
回
を
超
え
る
演
奏
活
動
を
行
う

な
ど
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
駐
屯
地
や
旅
団
中
枢
の
警
備

任
務
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
射
撃

や
各
種
訓
練
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。

　
第

１４
音
楽
隊
の
富
田
淳
子
隊
長
は
、

「
コ
ン
サ
ー
ト
や
演
奏
指
導
を
通
し
て
、

音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
自
衛
隊
の
活
動
を
知
っ
て

も
ら
い
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
自

衛
隊
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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